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○2008 「ノン子36歳（家事手伝い）」Film Partnersｃ
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●近江八幡市大杉町24
●TEL：0748-32-5533
●営業時間：11：00～17：00
 　　　　　※17：00以降は予約のみ
●定休日：水曜日　●駐車場：15台

●長浜市宮司町708　●TEL：0749-62-2543

●拝観時間：9：00～16：30
●拝観料：大人400円　小学生200円
●無料駐車場有り
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安土城趾の眼下に広がる西の湖付近は絵になる風景が広がります。

ヨシが茂り、水路をのんびり小舟が進みます。安土、近江八幡、

西の湖の水郷風景は、滋賀、湖東観光の一大拠点です。信長も秀

吉も、ポルトガルの宣教師たちも今から430余年前に西の湖から

先に広がる大湖を望み、上洛への夢を語っていたことでしょう。

安土城から見ると沖島を経て、対岸は北小松から近江舞子、そし

て比良連峰が雄大な姿を見せています。

あなたと歩くなら、安土で列車を降りて、のんびり徒歩でまいり

ましょう。信長の夢の跡をめぐり、風に吹かれて西の湖まで出て、

あとは“小舟に二人”とまいりましょう。

●西の湖　ＪＲびわ湖線安土駅よりタクシーが便利。

絵と文・寺田みのる

西の湖

４

県内の風景を描きに、寺田さんがあなたの町を訪れるかも。住所、氏名、電話番号、掲載希望場所を明記してお寄せください。
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近江八幡市の築250年の古い土蔵を利用

した和風レストラン「浜ぐら」は、旧市内

を貫く八幡堀沿いに位置し、中に入ると

吹き抜けから差し込む光がやわらかく、

とても心地良い。

元々、近江八幡の景観を守ろうと、地元

有志が茶寮とし

て再生させたが、

今年3月、近江

牛の老舗「カネ

吉 山本」が引き

継ぎ、リニュー

アルオープンさ

せた。

今回いただいたのは

【赤の他人丼】（1200円）
・赤の他人丼　・小鉢
・漬物　・吸物

名前の通り、しゃれっ

気たっぷりの真っ赤

な丼に、近江牛と卵

が彩りよく盛られた極上の牛丼に、小

鉢の「赤こんにゃくの酢の物」が添えら

れている。

「気軽においしい肉料理を楽しんで下さ

い」と料理長の木村清一さん。

ハンバーグやカレーも人気があるが、本

格的に牛肉のうまみを堪能したければ「ス

テーキ重」（3000円）がおすすめ！

近々、新メニューとして「近江牛寿司盛

合わせ」も登場する。

白壁に映える新緑がますま

す美しいこれからの季節、

観光がてらぜひ、お出かけ

あれ。　　　　　（取材・福本）

長浜市宮司町にある総持寺では今、

「ぼたんまつり」が開かれている（５

月10日まで）。

ボタンは、戦後の荒廃した境内に

植えられたのが始まりで、現在、

約百種、千株のボタンが育っている。

花の色はつややかな紅、清らかな白、

愛らしいピンク、いずれも大輪の

花が華やかに咲き誇っている。

一方、寺に

は平安時代

の木造聖観

音立像（国重

要文化財指

定）などもあ

り、古刹な

らではの宝

物も見逃せ

ない（拝観

は要予約）。

本堂前庭に

は、梅の木を宿に松の木が育つ「松

梅の木」があり、商売繁盛、良縁

などのご利益があるという。

歴史も、花も楽しめる総

持寺へぜひ、おでかけを！

（取材・高原）
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